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安全・安心で住みよい、住みたいまちづくり
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大野

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

「生活交流拠点・大野」の一層住み良いまちづくり

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

和がふるさと国分寺美まもり隊　２０１８
－安全・安心なくらしをまもる地域の輪－

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

女木島特産品づくり事業

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

塩江お助け隊員（SOT29）・塩江暮らしお試し体験プロジェクト
塩江に来て・観て・体験して♪

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

避難所運営事業

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

未来へ繋ごう「御厩焼き」

¥1,000,000 ¥680,324 ¥500,000

太田地区未来デザイン井戸端会議

¥700,442 ¥728,902 ¥500,000

コミュニティプラン策定事業

¥600,000 ¥550,000 ¥400,000

三世代の交流で元気でにぎわいのあるまちづくり

¥1,000,000 ¥730,000 ¥500,000

音楽で町を元気に！～Ritsurinオペレッタプロジェクト～

地　域 事　業　内　容

築地

築地地区では、小学校の統廃合により放課後子ども教室がな
くなった。放課後子どもたちの集う場所がなくなるととも
に、高齢者とのふれあい交流の機会も激減した。そこで、地
域における子どもの居場所をつくり、放課後学習、陶芸教室
等地域の人々の得意分野を生かした放課後子ども教室を開催
する。今年度はさらに教室の回数を増やし、最終的には地域
バザーを開催して、皆で作成したものを販売していくことを
目標にしている。

1 事業の目的
　地域コミュニティ協議会が主体的に行うまちづくり活動を支援し、もって住民自治及び市民と行政との協働による地域自らのまちづ
くりの推進に資するためとしている。

2 事業の概要
　各地域コミュニティ協議会で、地域まちづくり交付金で行う活動に加え、コミュニティプランに基づき、地域独自の課題解決を行う
ための新規事業を実施することを応援する。４年間以上事業を継続することを条件に、初年度１００万円、２年目７５万円、３年目５
０万円を上限に３年間地域まちづくり交付金を加算する。

平成３１年度課題解決応援加算事業　実施地域一覧（3年目継続：１２地域コミュニティ協議会）

初年度補助金（実績） 2年目補助金(実績） ３年目補助金（予定）

事業名

¥1,000,000 ¥750,000 ¥500,000

築ちゃんスクール

地域をこれまで以上に充実発展させるためには、現役世代を
含めた三世代が同じ事業に取り組む必要がある。三世代で参
加できるイベント（夏祭りやウォーキング等）の実施、地域
住民が憩いの場所として利用できる公園づくり等、三世代の
知識と行動力を結集し、地域力を高めていく。

地域に関わる人が限られており、学校を核とした地域づくり
もまだまだ不十分である。小学生、保護者、先生、地域住民
など様々な立場の人達が関わるオペレッタを上演することに
より、顔が見える関係性をつくり、住民主体の地域づくりを
目指すとともに、これまで地域に関わることのなかった住民
が地域に関わることを目的とする。今年度はオペレッタの定
期公演として、第2幕の上演を予定している。

太田地区は、若い世代が多い地域であるが、地域に関わって
いるのは、中高齢世代に偏っている。そこで、若手の参加者
を発掘するため井戸端会議のようなゆるやかな対話の場をつ
くり、それを「地域文化」として根付かせる。そこでの声を
丁寧に拾い上げ、地域の課題解決に向けた行動へとつなげて
いく。継続して発行する「井戸端ニュース」を通じて会員の
募集や活動内容を広報し、若手の協力者を増やしていく。

多肥地区は、世帯数、人口が激増し、町の中央に県道が開通
するなど、地域環境が大きく変貌している。そこで、現在の
コミュニティプランを見直すこととする。今年度は、５地域
ブロックごとのコンセプトに基づき、多肥地区全体のコミュ
ニティプランを策定し、周知する。

校区内の各町ごとに自主防災組織及び自治会が中心となり、
防災倉庫に配備された避難者用資材等を使った防災訓練を実
施することで、地域コミュニティにおいての共助体制を確立
し、効果的な災害時対応ができる「安全で安心して暮らせる
一宮地区」の実現を目指す。今年度は「保存版一宮地区防災
マップ（仮称）」を作成し、各世帯に配布する。自助・共助
の重要性と地域防災力の充実強化を図る。

大規模災害の発生に備え、地域の安全・安心を構築すること
が急務となっている。防災マップの作成、マップを活用した
防災まち歩き等を通して、地域住民の共助・協働の意識醸成
を図り、地域の安心・安全なまちづくりに寄与する。今年度
は、防災訓練や防災訓練計画、避難誘導体制など、総合的に
検討する。

地域の伝統文化である「御厩焼き」を知らない地域住民に幅
広く周知するための研修会や講習を開催し、実際に作品づく
りを実施する。今年度は地域誌「コミュニティ檀紙」を通
じ、広く参加者を募集し、発表する機会を拡大していきた
い。これらの活動を通して、「御厩焼き」を伝統文化とし
て、未来に向け発信する。

若い人が島に移住するきっかけとなるような高品質の特産品
を開発するとともに、その特産品や作成した島の歴史散策パ
ンフレットを使って島外への広報活動を実施し、定住者の維
持、高齢者の居場所づくり等を行う。

塩江地区では、農林業の衰退、商業の停滞が過疎化に拍車を
かけている。そこで、塩江独自のイベントの実施、芸能活動
の伝承を行い、知名度を上げる。また、ネット等を活用し、
塩江お助け隊員や塩江暮らしお試し体験者を募集し、その中
で塩江を好きになった人に移住してもらい、人口を増やす。
今年度は、昨年度募集したゆるキャラのデザインをもとに、
ゆるキャラの製作を行う。

地域における防災・減災の具体策推進を啓発し、地域の安全
化に資するため、コミュニティセンターの安全対策に取り組
む。マップ作成や共助事例をまとめて、コミュニティの防災
力向上を図る。地域住民共通の公園の整備・植栽等を住民協
働で継続する。さらに今年度は公園内ビオトープの実現に向
けて、水辺環境を整備し、ホタルの幼虫生育が可能な環境づ
くりに着手する。

校区内にある山間部に産業廃棄物などの不法投棄が見られ
る。そこで、道路沿線に桜を植樹することにより、参加者同
士がふれあいながら、不法投棄及び自然保護等について改め
て考える機会とし、環境美化意識の高揚と、自然あふれる美
しいまちの魅力を発信する。今年度は引き続き不法投棄パト
ロールを実施し、投棄されているごみの回収事業を行う。

課題解決応援加算事業について


